
つわの議会だよりつわの議会だより

発行 ： 津和野町議会　〒６９９－５２９２　島根県鹿足郡津和野町枕瀬２１８－１８　　編集 ： 広報広聴常任委員会
 ☎　０８５６－７４－００８９　 FAX　０８５６－７４－０１１３　　E-mail：gikai＠town.tsuwano.lg.jp
発行 ： 津和野町議会　〒６９９－５２９２　島根県鹿足郡津和野町枕瀬２１８－１８　　編集 ： 広報広聴常任委員会
 ☎　０８５６－７４－００８９　 FAX　０８５６－７４－０１１３　　E-mail：gikai＠town.tsuwano.lg.jp

令和７年４月６日(日) 鷲原八幡宮で執り行われた流鏑馬神事にて令和７年４月６日(日) 鷲原八幡宮で執り行われた流鏑馬神事にて

丸山達也島根県知事 鷲原八幡宮流鏑馬神事総奉行就任丸山達也島根県知事 鷲原八幡宮流鏑馬神事総奉行就任

2025　vol.78　３月定例会2025　vol.78　３月定例会

令和 7 年 ３ 月定例会
　● 一般会計・定例会 ………… 2～4
　● 賛否表 ………………………… 5
　● 一般質問 ………………… 6～11
　● 議会座談会調査報告…… 12～13
　● 所管事務調査報告 ………… １４
　● 全員協議会 ………………… １５
　● 視察研修報告 ……………… １6



つわの議会だより　No.78

―　2　―

一般会計予算 総額 93億 9,600万円
（前年度比３億5,100万円増）

総合振興計画策定
委託料　896万円

　総合振興計画はまちづくりの長期ビジョン
であり、町において最上位の計画。現在の計
画期間は平成２９年度から令和８年度までの
10 年間となっているため、この度、令和７年
８年の２ヵ年をかけ、新たな計画の策定が行
われる。

放課後児童クラブでの昼食提供
賄材料費　115万円

　長期休業期間の放課後児童クラブでの昼食
提供を年間で約 30 日実施予定。昨年度は１
食の個人負担は 350 円であったが、県からの
補助が活用可能となり、令和７年度は１食あ
たりの負担が100円となった。

地域おこし協力隊インターン
保育士インターン　36万円　（R６年度実績5名）
農業インターン48万円（新規）
　国の制度を活用することで、参加者の金銭
的負担を伴わず、短期間で町内保育園での就
業体験、また農業体験ができる制度。津和野
町での就業につなげる狙い。

子ども家庭支援員の配置
報酬　261万円

　現在、保健師が行なっている乳幼児家庭へ
の訪問に保育士資格を持つ人材を加えて訪問
を行うことで家庭訪問をより充実させる。乳
幼児検診や育児相談に対応する。

林業新規就業関連補助金
新規就業者支援補助金　48万円
新規就業者確保補助金　60万円

　町内にある林業事業体に就業し、町内に住
居を借りる方への家賃補助や、町内にある林
業事業者が人材募集を行うために必要な経費
の補助を行うことで新規林業就業者の増加を
図る。

景観計画改定
委託料　437万円

　平成 21 年に策定された津和野町景観計画
の改定を行う。策定から 16 年が経過し、新
設道路やメガソーラーなど新たな状況に対応
するため。国の補助率は2分の1。

今昔館閉館
委託料他　75万円

　明治・大正・昭和期の生活用具を展示して
いる博物館。施設・土地の寄付を受け、町が
運営を行っていたが令和 7 年 5 月にて閉館と
なる。

地域力創造アドバイザー派遣
委託料　560万円

　津和野高校で行われる普通科改革における
デジタル関連の授業に、町内 IT 企業が専門的
知見を基に支援。総務省の制度を活用。

クライミング競技リードウォール設置
工事請負費　1,760万円

　島根かみあり国スポに向け、選手及び競技
役員の育成を目的とし、日原カントリーパー
ク多目的体育館内にスポーツクライミング競
技のリードウォールを設置。

日原下横道水源クリプト対策（水道会計）
工事費　1億 1,880万円

　下横道の水源より大腸菌が検出されたため、
現状の浄水方法からクリプトスポリジウム等
病原性原虫対策を施す処理に変更し整備を行
う。

万円
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「交流センターひまわり」

デジタル人材育成と交流創出拠点
委託料　720万円（地域おこし協力隊の募集経費等）
工事請負費　313万円（用途に合わせた軽微な修繕）

　令和４年度に改修整備し遊休施設となっている「交流センター
ひまわり」を活用し、町民が IT や Web などを学べるデジタル教
育やコワーキングス
ペース（共同利用型オ
フィス）、宿泊事業を
実施。また、津和野高
校が行う普通科改革の
支援として、IT 系企
業と高校生が授業外で
も関わることのでき
る交流創出拠点とし
て整備。

　予算委員会での意見
○ 宿泊業が取得可能かどうか不明な段階で進めて良いのか
○ 企画内容をもっと詰めてから予算化すべきではないか
○ 今後の施設管理方法や委託金額が不明確である

令和７年度一般会計予算は特別委員会での否決から、
本会議にて原案を可決に

　3 月議会では令和 7 年度当初予算の審査を行いました。その審査において、デジタル人材の育成と交流創
出拠点事業（「交流センターひまわり」の新たな活用（案））については、「執行部からの納得できる説明が得
られていない」という意見が多く、委員会採決では否決しました。そのため、全員協議会が開かれ、本件に
ついて改めて執行部との議論を行いました。最終的な本会議の採決では、反対を表明していた議員が一転、
賛成としたことで一般会計予算は原案通り可決しました。

執行部より令和7年当初予算の提案
↓
特別委員会の設置
予算を審議するための委員会を設置
↓
特別委員会で各議案を審議
各課より予算の説明を受け質疑を行う
最終日には町長総括質疑がある
↓
特別委員会で各議案を採決
今回は一般会計予算が賛成少数で否決
その他特別会計等は賛成多数で可決となった
↓
本会議で審査結果を報告
特別委員会での審査内容や採決結果等を
委員長が報告
↓
本会議で議決
委員長の報告や討論をふまえ、各議案を議決。
一般会計予算が賛成多数で原案通り可決
その他特別会計等も可決（p5賛否表参照）

予算審査の流れ

予算額 前年比

国民健康保険特別会計 ９億3004万円 7722万 4千円減

介護保険特別会計 13億 4772万 5千円 3078万 4千円減

後期高齢者医療特別会計 3億 2321万円 275万 9千円減

奨学基金特別会計 1410万 3千円 195万 4千円増

診療所特別会計 4670万 4千円 1235万 6千円減

介護老人保険施設事業特別会計 3億 4239万 3千円 1351万６千円減

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

病院事業会計 9億19万 3千円 9億 19万 3千円 1億 3290万 6千円 1億 5144万 8千円

水道事業会計 3億2214万 3千円 2億 8450万円 2億 5487万円 3億 2087万 6千円

下水道事業会計 2億5253万 5千円 2億 5253万 5千円 1億 3954万 4千円 2億 3210万 3千円

特別会計

公営企業会計

※公営企業会計では、日々の営業活動に必要な経費「収益的収支」と、施設の改良などに必要な経費「資本的収支」に分
けて会計が行われます。
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長

令和７年 第1回（３月）津和野町議会定例会　３月７日から３月26日まで
【専決処分】令和６年度津和野町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ 〇 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 承認
津和野町教育長の任命　　　　　　　　　　　岩本　要二氏（再任） 無記名投票 可決
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること　福田　浩文氏（再任） 適任
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること　永田　茂美氏（再任） 適任
津和野町ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例の廃止 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　〃　医療近接型住宅の設置及び管理に関する条例の制定 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　〃　いじめ問題対策連絡協議会等設置条例の制定 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
津和野町の休日を定める条例等の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
津和野町議会議員及び津和野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　監査委員条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　借上賃貸住宅管理条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　職員の育児休業等に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　職員の給与に関する条例等の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　職員の特殊勤務手当の支給に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
津和野町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
津和野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　一般住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　消防団員等公務災害補償条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　病院事業の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　水道事業の設置に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定（津和野町枕瀬山森林公園休養休憩施設）○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
令和６年度津和野町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　奨学基金特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　診療所特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　病院事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　下水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
令和６年度津和野町一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度町道北斗台線緊急法面対策工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　〃　　津和野テニスコート改修工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度津和野町一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　病院事業会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　水道事業会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　下水道事業会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和７年度津和野町一般会計予算 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 可決
　　　　〃　　　　国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　後期高齢者医療特別会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決
　　　　〃　　　　奨学基金特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　診療所特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護老人保健施設事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決
　　　　〃　　　　下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委
員
会

津和野町議会会議規則の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　〃　　委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
津和野町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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提
出
者

議案・賛否表
○＝賛成　●＝反対　欠＝欠席

道

信

大

江

米

澤

横

山

御
手
洗

三

浦

田

中

寺

戸

川

田
結果

町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

令和７年 第1回（３月）津和野町議会定例会　３月７日から３月26日まで
【専決処分】令和６年度津和野町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ 〇 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 承認
津和野町教育長の任命　　　　　　　　　　　岩本　要二氏（再任） 無記名投票 可決
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること　福田　浩文氏（再任） 適任
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること　永田　茂美氏（再任） 適任
津和野町ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例の廃止 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　〃　医療近接型住宅の設置及び管理に関する条例の制定 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　〃　いじめ問題対策連絡協議会等設置条例の制定 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
津和野町の休日を定める条例等の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
津和野町議会議員及び津和野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　監査委員条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　借上賃貸住宅管理条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　職員の育児休業等に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　職員の給与に関する条例等の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　職員の特殊勤務手当の支給に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
津和野町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
津和野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　一般住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　消防団員等公務災害補償条例の一部改正 欠 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　病院事業の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　〃　水道事業の設置に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
公の施設の指定管理者の指定（津和野町枕瀬山森林公園休養休憩施設）○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
令和６年度津和野町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　奨学基金特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　診療所特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　病院事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　下水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決
令和６年度津和野町一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度町道北斗台線緊急法面対策工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　〃　　津和野テニスコート改修工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度津和野町一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　病院事業会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　水道事業会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　下水道事業会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和７年度津和野町一般会計予算 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 可決
　　　　〃　　　　国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　後期高齢者医療特別会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決
　　　　〃　　　　奨学基金特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　診療所特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護老人保健施設事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決
　　　　〃　　　　下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委
員
会

津和野町議会会議規則の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　〃　　委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
津和野町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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Q ＩＣＴ教育は国任せではなく
　 町として進めていくべき
A 各学校で研修を行うよう指導し
　ていく

　

現
在
、
小
中
学
生
に

は
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

　

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
は
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

教
育
長　

持
ち
帰
り
時
の
ル
ー
ル

や
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
確

認
等
の
体
制
が
整
っ
た
学
校
か
ら

開
始
し
て
い
る
。

　

現
在
、
小
学
校
１
校
が
持
ち
帰

り
を
実
施
し
て
い
な
い
が
、
次
年

度
よ
り
持
ち
帰
り
の
予
定
だ
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
家

庭
へ
持
ち
帰
る
こ
と
に
お

け
る
課
題
は
何
か
。　

教
育
長　

端
末
持
ち
帰
り
を
含
め

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
の
活

用
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
に
と
っ

て
適
切
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
家
庭
・

学
校
・
町
と
連
携
し
取
り
組
み
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

当
町
で
整
備
し
て
い
る
端
末
は
、

学
習
の
た
め
に
活
用
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
児
童
生
徒
、
家
庭
に

も
十
分
理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
か
ら
、
学
習
以
外
の
使
用

を
し
な
い
こ
と
、
各
学
校
で
定
め

る
持
ち
帰
り
時
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
等
を
指
導
す
る
が
、
家
庭
に
お

い
て
も
端
末
の
適
切
な
利
用
に
つ
い

て
話
し
を
す
る
な
ど
、
協
力
を
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

町
と
し
て
は
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
管

理
等
業
務
委
託
に
よ
り
、
各
学
校

で
の
研
修
実
施
の
支
援
を
行
う
体

制
を
整
え
て
い
る
の
で
、
学
校
と

連
携
し
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
使

い
こ
な
せ
る
能
力
）
学
習
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
急
速
に
進
ん

だ
分
野
で
あ
り
、
未
知

の
も
の
が
多
く
出
て
き
て
い
る
。

　

水
道
は
、
公
衆
衛
生

の
た
め
の
事
業
で
あ
り
、

「
住
民
の
健
康
を
守
り
、
命
を
守

る
施
設
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
働
く

職
員
が
持
つ
知
見
は
大
切
な
財
産

で
あ
る
。

　

津
和
野
町
で
は
、
水
道
料
金
の

値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
水

道
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
町
民
の
意
見
が
あ
っ
た
か
。

町
長　
「
値
上
げ
に
つ
い
て
は
仕
方

な
い
」「
値
上
げ
に
つ
い
て
は
反
対
」

「
値
上
げ
に
伴
う
町
か
ら
の
支
援

援
助
は
な
い
の
か
」
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

供
給
施
設
や
水
道
管

の
耐
震
化
が
必
要
だ
が

計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長　

浄
水
施
設
の
耐
震
化
は
、

全
２６
施
設
中
５
施
設
が
完
了
、
配

水
施
設
は
、
全
３６
施
設
中
４
施
設

が
完
了
、
水
道
管
路
は
約
２
㎞
が

完
了
し
て
い
る
。

　

病
院
、
庁
舎
、
学
校
な
ど
重
要

施
設
が
あ
る
２
つ
の
地
域
は
、
５

年
以
内
に
完
了
さ
せ
る
計
画
を
国

交
省
に
出
し
て
い
る
。

　

耐
震
化
に
は
大
き
な

財
政
負
担
が
伴
う
。
今

回
の
値
上
げ
後
に
も
ま
た
、
値
上

げ
を
す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

町
長　

そ
の
後
の
値
上
げ
は
考
え

て
い
な
い
。
経
費
削
減
に
努
め
て
い

く
。

国
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
ど
ん
ど
ん
進

め
て
い
る
が
、
町
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
て

責
任
を
も
っ
て
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

教
育
長　

膨
大
な
情
報
量
の
中

で
、
い
か
に
適
切
な
情
報
を
自
分

た
ち
で
把
握
し
て
い
く
か
が
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
に
な
る
。
こ
の
部
分
の

研
修
を
学
校
の
先
生
方
、
保
護
者

の
方
を
含
め
て
各
学
校
に
設
け
て

も
ら
う
よ
う
今
後
指
導
し
て
い
き

た
い
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
注
）
の
検
査

は
行
わ
な
い
の
か
。

町
長　

日
原
第
２
浄
水
場
付
近
で

行
い
、
異
常
な
し
だ
っ
た
。
来
年

度
３
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。

　

民
営
化
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

町
長　

現
時
点
で
、
水
道
事
業
の

民
営
化
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　

低
所
得
者
に
対
す
る

水
道
料
金
の
減
免
制
度

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

町
長　

低
所
得
者
へ
は
水
道
料
金

以
外
で
の
対
応
を
し
て
い
く
。

　

値
上
げ
に
伴
い
料
金

を
滞
納
す
る
こ
と
で
、

家
庭
へ
の
水
道
供
給
が
止
ま
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
。

町
長　

し
っ
か
り
と
注
視
し
な
が

ら
、
状
況
に
よ
っ
て
は
対
処
し
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
。

（
注
）
人
工
的
に
作
ら
れ
た
有
機
フ
ッ
素

 

化
合
物
の
総
称
。

Ｑ 

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
伴
い
、
滞
納
に
よ
る

　
　

水
道
の
供
給
停
止
が
な
い
よ
う
に

Ａ 

注
視
し
な
が
ら
対
処
も
検
討
す
る

町政を問う一 般 質 問

寺戸 昌子 議員
てら と まさ こ

日原第Ⅰ水源地浄水場日原第Ⅰ水源地浄水場
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Q つり銭管理について監査委員
　 として納得しているのか
A 納得はできないが、理解はした
　

　

２４
（
令
和
６
）
年
12
月

定
例
会
に
お
い
て
報
告

の
あ
っ
た
検
査
結
果
に
数
点
の
疑

義
が
生
じ
た
、
不
明
金
（
売
上
未

納
金
）
と
あ
る
が
、
前
任
者
か
ら

聞
き
取
り
は
行
っ
て
な
い
と
あ
る
。

　

聞
き
取
り
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

監
査
委
員　

法
的
に
で
き
な
い
訳

で
は
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
の
必
要

性
は
な
い
と
考
え
た
。

　

棚
卸
し
も
し
て
い
な

い
、
販
売
商
品
・
販
売

額
も
不
明
で
あ
る
が
、
直
前
の
催

し
の
売
上
に
合
算
と
あ
る
が
、
ど

う
い
う
こ
と
か
。

監
査
委
員　

催
し
か
ら
催
し
間
の

施
設
内
の
売
上
げ
は
、
後
の
催
し

の
売
上
げ
と
合
算
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
金
出
納
と
し
て
適

切
に
処
理
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
か
。

町
長　

会
計
管
理
と
し
て
適
切
で

な
い
と
考
え
る
。

　

87
点
の
商
品
数
の
誤

差
が
生
じ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
催
し
時
の
景
品
や
消
費

期
限
の
短
い
も
の
は
試
食
、
飲
食

店
訪
問
時
の
試
供
品
、
ま
た
企
業

訪
問
時
の
土
産
と
し
て
処
理
し
た

の
で
現
金
と
し
て
残
っ
て
い
な
い

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
往
々
に
し
て

あ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

何
に
使
っ
た
の
か
の
記
録
は

あ
っ
た
の
か
。

監
査
委
員　

記
録
は
な
い
。
我
々

と
し
て
も
記
録
の
必
要
性
は
あ
る

と
考
え
る
。

　

こ
の
商
品
の
仕
入
れ
代

金
は
公
金
で
あ
る
。
公

金
で
購
入
し
た
商
品
を
こ
の
よ
う

な
ず
さ
ん
な
管
理
で
い
い
の
か
。

町
長　

つ
り
銭
に
て
仕
入
れ
の
立

替
払
い
は
問
題
な
い
。
試
供
品
や
試

食
、
賞
味
期
限
切
れ
の
も
の
を
破

棄
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
問
題
な
い
。

　

た
だ
記
録
が
な
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
問
題
だ
と
考
え
る
。

　

２３
（
令
和
５
）
年
４
月

下
旬
か
ら
の
催
し
の
書

類
に
記
載
の
あ
る
残
商
品
は
、
ほ

ぼ
22
（
令
和
４
）
年
度
末
残
商
品

と
推
測
と
あ
る
が
、
施
設
内
に
て

物
販
を
行
っ
て
い
る
と
あ
る
。
４

月
１
日
よ
り
、
そ
の
催
し
ま
で
に

一
切
売
れ
て
い
な
い
記
録
等
は
確

認
し
た
の
か
。

監
査
委
員　

記
録
は
な
い
。
４
月

１
日
か
ら
そ
の
催
し
ま
で
の
施
設

内
で
の
売
上
げ
は
、
そ
の
催
し
の

販
売
額
に
含
ま
れ
る
と
報
告
を
受

け
そ
れ
を
確
認
し
た
。

　

報
告
を
も
っ
て
確
認
と

あ
る
が
、
そ
れ
で
確
認

し
た
と
言
え
る
の
か
。

監
査
委
員　

金
銭
的
に
も
合
致
し

て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
確
認
し
た
。

　

施
設
内
で
何
が
ど
れ

だ
け
売
れ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
い
い
と

思
わ
れ
る
か
。

町
長　

書
類
は
残
し
て
お
く
べ
き

だ
と
考
え
る
。

　

22
（
令
和
４
）
年
度
に

仕
入
れ
代
金
は
支
払
い

済
み
で
、
23
（
令
和
５
）
年
の
売
上

げ
は
２３
（
令
和
５
）
年
度
会
計
に

入
金
す
べ
き
で
あ
る
が
、
利
益
分

の
み
の
入
金
と
あ
る
。

　

で
は
差
し
引
い
た
現
金
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
は
確
認
し
た
の
か
。

監
査
委
員　

２２
（
令
和
４
）
年
度

末
残
商
品
の
売
上
げ
が
あ
っ
た
場

合
は
、
年
間
の
各
催
し
の
中
で
仕

入
額
、
利
益
共
に
計
上
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ

く
説
明
が
あ
り
確
認
し
た
。

　

２２
（
令
和
４
）
年
度
よ

り
繰
り
越
し
た
商
品
と

２３
（
令
和
５
）
年
度
に
仕
入
れ
た

商
品
、
そ
し
て
２３
（
令
和
５
）
年
度

末
の
在
庫
と
合
わ
せ
て
商
品
ご
と

の
一
覧
表
を
作
成
し
た
と
計
上
さ
れ

て
い
る
資
料
等
と
合
致
し
た
の
か
。

監
査
委
員　

現
金
の
動
き
は
合
致

し
た
。　

つ
り
銭
会
計
上
適
切
に

処
理
さ
れ
て
い
る
と
確
認

さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
私
は
適
切

に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

町
と
し
て
調
査
の
必
要
性
を
感

じ
る
が
、
調
査
は
し
な
い
の
か
。

町
長　

私
と
し
て
も
、
不
明
金
等

の
報
告
を
受
け
た
際
、
最
悪
を
想

定
す
れ
ば
不
正
が
あ
っ
た
の
で
は

と
心
配
を
し
た
。

　

前
担
当
課
の
調
査
で
書
類
等
管

理
の
不
備
は
あ
っ
た
と
し
て
も
不

正
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
た
の
で
、

こ
れ
以
上
の
調
査
の
必
要
は
な
い

と
考
え
る
。

　

前
担
当
者
本
人
の
問
題
も
あ
る

が
、
前
担
当
課
の
責
任
に
お
い
て
課

長
に
口
頭
注
意
の
処
分
を
行
っ
た
。

　

答
弁
の
中
で
、
現
担
当

者
も
本
事
案
を
教
訓
に
適

切
な
書
類
作
成
と
現
金
管
理
に
努

め
て
い
る
と
あ
る
が
、こ
れ
に
尽
き
る
。

　

起
こ
っ
た
こ
と
は
も
う
変
え
よ

う
が
な
い
。
つ
り
銭
と
仕
入
金
、

現
金
に
色
が
付
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
一
つ
の
金
庫
か
ら

出
し
て
も
い
い
と
は
思
う
。
し
か

し
出
納
は
つ
り
銭
用
と
仕
入
用
の

２
つ
を
も
つ
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　

本
来
、
当
た
り
前
で
あ
る

は
ず
の
こ
と
が
で
き
て
な
か
っ
た
こ

と
で
起
き
た
問
題
。

　

現
担
当
者
・
現
担
当
課
と
も
に

適
切
な
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一 般 質 問町政を問う

横山 元志 議員
よこ やま もと し
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新
聞
報
道
で
は
「
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
人
口

減
少
対
策
を
最
優
先
に
進
め
る
と

強
調
」、
さ
ら
に
「（
前
回
）
町

長
選
で
対
立
候
補
が
約
４
割
を
得

票
し
た
こ
と
を
巡
っ
て
は
、『
重
く

受
け
止
め
る
』
と
改
め
て
述
べ
、

町
民
と
の
対
話
の
機
会
を
増
や
す

ほ
か
、『
結
果
を
示
し
て
い
き
た

い
』
と
話
し
た
」
と
あ
る
。

Q この秋予定の町長選挙に出馬
　 をするのか
A 表明は、私が相応しいと考える、
　しかるべきＴＰＯにて行いたい

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
に
な
っ
て
い

る
か
否
か
、
そ
れ
を
受
け
て
の
秋

予
定
の
町
長
選
挙
に
出
馬
す
る
の

か
。

町
長　

進
退
の
表
明
に
つ
い
て
は
、

議
会
ま
た
は
記
者
会
見
等
、
私
が

相
応
し
い
と
考
え
る
、
し
か
る
べ

き
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
て
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

町
が
工
事
を
発
注
し

た
時
の
流
れ
は
「
設
計
」

↓「
入
札
」↓「
工
事
」
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
工
事
の
途
中
で
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。

　

変
更
事
項
の
妥
当
性
を
判
断
で

き
る
技
術
を
持
つ
職
員
は
い
る
の

か
。

町
長　

経
験
が
浅
い
職
員
に
つ
い

て
は
、
県
な
ど
の
上
部
組
織
や
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
指
導
や

助
言
、
ま
た
は
先
輩
職
員
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
参
考
に
し
て

変
更
事
項
の
承
諾
を
含
め
た
監
督

員
職
務
を
行
な
い
、
職
員
の
技
術

力
の
育
成
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

３
年
半
前
の
町
長
選

挙
後
、
町
長
は
山
陰
中

央
新
報
の
取
材
に
対
し
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
観
光
需
要
の
取

組
み
を
図
る
た
め
、
外
資
系
ホ
テ

ル
の
開
業
を
目
指
す
考
え
を
示
し

た
。

　

外
資
系
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
１
社

と
交
渉
に
入
っ
て
お
り
、
場
所
や

完
成
時
期
は
未
定
、『
山
陰
の
小

京
都
』
と
呼
ば
れ
る
津
和
野
町
の

歴
史
と
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
誘

致
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
る
と

い
う
。

　

訪
日
外
国
人
客
増
加
へ
の
起
爆

剤
と
す
る
考
え
で
『
津
和
野
の
魅

力
を
海
外
に
発
信
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
早
期
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
』
と
力
を
込
め
た
」
と
応

じ
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
向
に
発
展
の
気
配

が
な
い
が
発
展
さ
せ
る
つ
も
り
は

あ
る
の
か
。

町
長　

昨
年
の
10
月
に
事
業
者
か

ら
、
昨
今
の
建
築
コ
ス
ト
の
高
騰

の
影
響
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊

者
が
都
市
部
に
集
中
し
て
お
り
、

既
に
開
業
し
て
い
る
道
の
駅
隣
接

ホ
テ
ル
の
業
績
に
繋
が
っ
て
い
な
い

と
し
て
事
業
着
手
の
時
期
を
示
せ

る
状
況
に
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　

今
後
さ
ら
に
全
国
的
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
め
た
旅
行
気
運
も
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
町
内
の

宿
泊
者
数
も
大
幅
に
伸
び
て
お

り
、
当
町
と
し
て
も
引
き
続
き
ホ

テ
ル
の
誘
致
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

工
事
変
更
は

Ａ 

現
場
の
状
況
を
確
認
・
調
査
し
た
う
え
変
更
の
可
否
に

　
 

つ
い
て
判
断
す
る

Ｑ 

ホ
テ
ル
（
誘
致
）
建
設
は

Ａ 

事
業
者
の
着
工
の
環
境
が
整
う
こ
と
を
待
つ
状
況
に
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Q 観光振興における今後の組織
　 体制は
A 現行の枠組みで補完
　

　

２４
（
令
和
６
）
年
の
入

り
込
み
客
数
、
宿
泊
数

と
も
に
好
調
で
あ
る
（
表
参
照
）

そ
の
要
因
は
。

町
長　

訪
日
外
国
人
を
含
む
個

人
・
グ
ル
ー
プ
観
光
の
旅
行
需
要

の
回
復
や
、
国
の
高
付
加
価
値
化

事
業
に
よ
り
宿
泊
施
設
を
中
心
と

し
た
観
光
施
設
の
改
修
が
進
ん
だ

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

更
に
町
内
各
事
業
者
の
努
力
と

観
光
協
会
、
商
工
会
、
島
根
県
な

ど
の
支
援
の
結
果
と
考
え
て
い

る
。

　

２４
（
令
和
６
）
年
の
実

績
は
観
光
振
興
計
画
に

定
め
る
２６
（
令
和
８
）
年
の
宿
泊

目
標
を
す
で
に
上
回
る
実
績
で
あ

る
。
２５
（
令
和
７
）
年
の
目
標
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　

２４
（
令
和
６
）
年
に
限
っ
て

は
目
標
を
達
成
し
た
が
、
今
後
を

保
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
宿

泊
を
促
す
対
策
を
怠
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

２５
（
令
和
７
）
年
に
お
い
て
は
数

よ
り
も
消
費
額
や
リ
ピ
ー
ト
客
に

着
目
し
た
施
策
に
取
り
組
み
た

い
。

　

観
光
の
財
源
確
保
の

手
段
と
し
て
宿
泊
税
の

導
入
が
有
効
な
手
段
と
考
え
る

が
、
検
討
は
。

町
長　

税
の
導
入
は
観
光
地
の
魅

力
向
上
に
貢
献
す
る
一
方
、
観
光

客
や
宿
泊
業
界
に
負
担
を
か
け
る

可
能
性
が
あ
る
為
、
慎
重
な
運
用

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興

に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
で
あ
る

為
、
近
隣
観
光
地
の
動
向
を
踏
ま

え
、
先
ず
は
次
期
観
光
振
興
計
画

を
策
定
す
る
中
で
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　

政
府
は
訪
日
外
国
人

客
に
対
し
高
い
目
標
数

値
を
掲
げ
て
い
る
。
津
和
野
町
の

方
向
性
は
。

町
長　

日
本
の
原
風
景
と
も
言
え

る
津
和
野
町
の
良
さ
は
多
く
の
外

　

日
本
遺
産
総
括
評
価

継
続
審
査
の
結
果
、
認

定
継
続
と
な
っ
た
評
価
の
内
容

は
。

町
長　
「
民
間
主
導
の
組
織
体
制

の
整
備
と
民
間
事
業
者
の
参
画
の

進
展
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

選
任
」「
高
校
生
等
の
日
本
遺
産

ガ
イ
ド
の
育
成
強
化
、
ま
ち
な
か

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
設
置
」「
郷
土
学

習
の
推
進
」
等
の
取
り
組
み
へ
の

評
価
が
高
か
っ
た
。

　

模
範
と
な
る
「
重
点

支
援
地
域
」
に
も
選
ば

れ
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長　

事
業
を
行
う
際
に
は
補
助

率
が
高
く
な
る
と
い
う
よ
う
に
聞

い
て
い
る
。

　

指
摘
さ
れ
た
課
題
は

何
か
。

町
長　
「
通
過
型
観
光
か
ら
滞
在

型
観
光
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ

る
戦
略
と
具
体
的
な
取
り
組
み
の

実
施
」「
滞
在
型
観
光
に
お
け
る
、

よ
り
具
体
的
な
日
本
遺
産
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
関
わ
り
を
伝
え
る
取

り
組
み
の
実
施
」「
外
部
の
専
門

家
と
の
連
携
の
充
実
」
な
ど
が
厳

し
い
評
価
で
あ
っ
た
。

　

日
本
遺
産
活
用
推
進

協
議
会
の
今
後
は
。

町
長　

日
本
遺
産
は
３
年
ご
と
に

再
評
価
が
あ
る
。
厳
し
い
競
争
を

含
ん
だ
制
度
で
あ
る
た
め
、
継
続

し
て
活
動
す
る
。

　

体
制
に
つ
い
て
は
部
会
制
を
取

り
、
多
く
の
民
間
事
業
者
の
巻
き

込
み
を
目
指
し
た
が
、
十
分
機
能

し
な
い
部
分
も
あ
り
、
事
業
者
間

に
温
度
差
が
生
ま
れ
た
。
今
後
は

必
要
に
応
じ
て
声
を
か
け
、
広
が

り
を
作
っ
て
い
く
。

国
人
の
方
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
良
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
環
境
が
大
切

で
あ
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
取
り
組
み
た
い
。

　

各
地
で
観
光
振
興
の
新

た
な
組
織
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が

設
立
さ
れ
従
来
型
観
光
か
ら
の
脱

却
が
図
ら
れ
て
い
る
。
津
和
野
町
は

今
後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
観
光

振
興
を
進
め
て
い
く
の
が
理
想
か
。

町
長　

日
本
遺
産
関
連
で
も
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
活
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本

町
と
し
て
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
た
が
、
現
段
階
で
は
既
存
の

枠
組
み
の
中
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
を

補
完
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

日
本
遺
産
「
津
和
野
百
景
」の
評
価
内
容
と

　
　

今
後
の
方
針

Ａ 

認
定
継
続
と
重
点
支
援
地
域
の
認
定

一 般 質 問町政を問う

大江 　梨 議員
おお え れい

津和野町
H31年
コロナ前

R5年 R6年 R8年目標

入り込み客数 1,210,788人 1,087,884人 1,108,000人 1,250,000人

宿泊客数 29,782人 19,052人 27,422人 25,000人

内外国人
宿泊者数

1,247人 634人 1,487人 1,350人
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Q 観光振興における今後の組織
　 体制は
A 現行の枠組みで補完
　

　

２４
（
令
和
６
）
年
の
入

り
込
み
客
数
、
宿
泊
数

と
も
に
好
調
で
あ
る
（
表
参
照
）

そ
の
要
因
は
。

町
長　

訪
日
外
国
人
を
含
む
個

人
・
グ
ル
ー
プ
観
光
の
旅
行
需
要

の
回
復
や
、
国
の
高
付
加
価
値
化

事
業
に
よ
り
宿
泊
施
設
を
中
心
と

し
た
観
光
施
設
の
改
修
が
進
ん
だ

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

更
に
町
内
各
事
業
者
の
努
力
と

観
光
協
会
、
商
工
会
、
島
根
県
な

ど
の
支
援
の
結
果
と
考
え
て
い

る
。

　

２４
（
令
和
６
）
年
の
実

績
は
観
光
振
興
計
画
に

定
め
る
２６
（
令
和
８
）
年
の
宿
泊

目
標
を
す
で
に
上
回
る
実
績
で
あ

る
。
２５
（
令
和
７
）
年
の
目
標
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　

２４
（
令
和
６
）
年
に
限
っ
て

は
目
標
を
達
成
し
た
が
、
今
後
を

保
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
宿

泊
を
促
す
対
策
を
怠
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

２５
（
令
和
７
）
年
に
お
い
て
は
数

よ
り
も
消
費
額
や
リ
ピ
ー
ト
客
に

着
目
し
た
施
策
に
取
り
組
み
た

い
。

　

観
光
の
財
源
確
保
の

手
段
と
し
て
宿
泊
税
の

導
入
が
有
効
な
手
段
と
考
え
る

が
、
検
討
は
。

町
長　

税
の
導
入
は
観
光
地
の
魅

力
向
上
に
貢
献
す
る
一
方
、
観
光

客
や
宿
泊
業
界
に
負
担
を
か
け
る

可
能
性
が
あ
る
為
、
慎
重
な
運
用

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興

に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
で
あ
る

為
、
近
隣
観
光
地
の
動
向
を
踏
ま

え
、
先
ず
は
次
期
観
光
振
興
計
画

を
策
定
す
る
中
で
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　

政
府
は
訪
日
外
国
人

客
に
対
し
高
い
目
標
数

値
を
掲
げ
て
い
る
。
津
和
野
町
の

方
向
性
は
。

町
長　

日
本
の
原
風
景
と
も
言
え

る
津
和
野
町
の
良
さ
は
多
く
の
外

　

日
本
遺
産
総
括
評
価

継
続
審
査
の
結
果
、
認

定
継
続
と
な
っ
た
評
価
の
内
容

は
。

町
長　
「
民
間
主
導
の
組
織
体
制

の
整
備
と
民
間
事
業
者
の
参
画
の

進
展
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

選
任
」「
高
校
生
等
の
日
本
遺
産

ガ
イ
ド
の
育
成
強
化
、
ま
ち
な
か

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
設
置
」「
郷
土
学

習
の
推
進
」
等
の
取
り
組
み
へ
の

評
価
が
高
か
っ
た
。

　

模
範
と
な
る
「
重
点

支
援
地
域
」
に
も
選
ば

れ
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長　

事
業
を
行
う
際
に
は
補
助

率
が
高
く
な
る
と
い
う
よ
う
に
聞

い
て
い
る
。

　

指
摘
さ
れ
た
課
題
は

何
か
。

町
長　
「
通
過
型
観
光
か
ら
滞
在

型
観
光
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ

る
戦
略
と
具
体
的
な
取
り
組
み
の

実
施
」「
滞
在
型
観
光
に
お
け
る
、

よ
り
具
体
的
な
日
本
遺
産
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
関
わ
り
を
伝
え
る
取

り
組
み
の
実
施
」「
外
部
の
専
門

家
と
の
連
携
の
充
実
」
な
ど
が
厳

し
い
評
価
で
あ
っ
た
。

　

日
本
遺
産
活
用
推
進

協
議
会
の
今
後
は
。

町
長　

日
本
遺
産
は
３
年
ご
と
に

再
評
価
が
あ
る
。
厳
し
い
競
争
を

含
ん
だ
制
度
で
あ
る
た
め
、
継
続

し
て
活
動
す
る
。

　

体
制
に
つ
い
て
は
部
会
制
を
取

り
、
多
く
の
民
間
事
業
者
の
巻
き

込
み
を
目
指
し
た
が
、
十
分
機
能

し
な
い
部
分
も
あ
り
、
事
業
者
間

に
温
度
差
が
生
ま
れ
た
。
今
後
は

必
要
に
応
じ
て
声
を
か
け
、
広
が

り
を
作
っ
て
い
く
。

国
人
の
方
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
良
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
環
境
が
大
切

で
あ
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
取
り
組
み
た
い
。

　

各
地
で
観
光
振
興
の
新

た
な
組
織
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が

設
立
さ
れ
従
来
型
観
光
か
ら
の
脱

却
が
図
ら
れ
て
い
る
。
津
和
野
町
は

今
後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
観
光

振
興
を
進
め
て
い
く
の
が
理
想
か
。

町
長　

日
本
遺
産
関
連
で
も
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
活
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本

町
と
し
て
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
た
が
、
現
段
階
で
は
既
存
の

枠
組
み
の
中
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
を

補
完
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

日
本
遺
産
「
津
和
野
百
景
」の
評
価
内
容
と

　
　

今
後
の
方
針

Ａ 

認
定
継
続
と
重
点
支
援
地
域
の
認
定

一 般 質 問町政を問う

大江 　梨 議員
おお え れい

津和野町
H31年
コロナ前

R5年 R6年 R8年目標

入り込み客数 1,210,788人 1,087,884人 1,108,000人 1,250,000人

宿泊客数 29,782人 19,052人 27,422人 25,000人

内外国人
宿泊者数

1,247人 634人 1,487人 1,350人
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津
和
野
町
は
、
土
質

や
気
候
条
件
か
ら
し
て

稲
作
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
食
味

も
良
く
、
評
判
も
高
い
。

　

今
年
は
米
不
足
影
響
も
あ
り
、

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。「
津
和

野
米
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
は
考

え
て
い
な
い
か
。

町
長　

以
前
か
ら
そ
の
よ
う
な
思

い
は
持
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
で
き

て
な
い
。
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

　

一
方
で
、
国
や
県
は

水
田
園
芸
を
推
奨
し
て

お
り
、
町
内
で
も
キ
ャ
ベ
ツ
や
玉

ね
ぎ
等
を
栽
培
し
て
い
る
。
し
か

し
異
常
気
象
や
湿
気
等
で
、
病
気

や
生
育
不
良
の
課
題
が
あ
る
。
ま

た
市
場
価
格
も
安
い
。

　

町
と
し
て
、
野
菜
も
ブ
ラ
ン
ド

化
は
考
え
て
い
な
い
か
。

町
長　

こ
れ
も
長
年
の
課
題
で
あ

る
。

　

市
場
へ
安
定
供
給
す
る
た
め
に

は
、
量
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
地
産
地
消
を
進

め
る
た
め
に
は
、
給
食

や
地
元
飲
食
店
な
ど
へ
の
供
給
が

重
要
で
あ
る
が
、
町
と
し
て
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
か
。

町
長　

当
町
は
観
光
の
町
で
も
あ

り
、
多
く
の
方
に
地
元
産
農
産
物

を
食
べ
て
頂
き
た
い
の
で
、
今
後

生
産
者
と
飲
食
店
を
マ
ッ
チ
ン
グ

等
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
は
農
林
課
だ
け

で
出
来
る
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
他
課
と
密
に
連
携
し
て
進

め
て
頂
き
た
い
。

　

一
方
で
、
地
産
都
消
に
つ
い
て

は
、
米
や
野
菜
の
販
促
は
可
能
で

あ
る
か
。

町
長　

東
京
事
務
所
の
働
き
か
け

で
、
文
京
区
の
飲
食
店
な
ど
で
使
っ

て
頂
い
て
い
る
し
、
農
産
物
を
戦

略
的
に
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
販
売
促
進
は

可
能
で
あ
る
。

Q 津和野産農産物のブランド化を
　 
A 民間と行政が連携して目指したい
　

　

農
林
課
が
農
産
物
価

格
補
填
や
物
価
高
騰
対

策
の
補
助
を
し
て
い
る
事
は
、
農

家
に
と
っ
て
有
り
難
い
が
、
短
期

的
な
補
助
に
な
り
が
ち
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
・

根
本
的
な
視
点
と
し
て
、
栽
培
技

術
や
土
づ
く
り
、
堆
肥
利
用
の
講

習
会
等
を
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
県
と

連
携
し
て
企
画
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。
先
進
地
で
は
や
っ
て

い
る
。

町
長　

生
産
者
の
研
修
は
重
要
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
１２
月
の
監
査
報

告
で
、
２３
（
令
和
５
）
年

度
の
東
京
事
務
所
の
つ
り
銭
管
理

に
対
し
、
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

当
時
の
担
当
課
は
、
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
の
か
。

町
長　

定
期
的
な
確
認
は
行
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
毎
に
職

員
が
人
的
補
助
を
行
う
際
に
、
出

し
入
れ
の
確
認
を
す
る
こ
と
は

あ
っ
た
。　

で
は
、
東
京
事
務
所

と
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
会
議

は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
課
内
会
議
で
、

東
京
事
務
所
の
状
況
を
、
紙
で
報

告
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
。

　

２４
（
令
和
６
）
年
度
は

引
継
ぎ
が
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
前
担
当
課
と

し
て
は
、
い
つ
頃
把
握
し
て
、
ど

の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
。

町
長　

４
月
初
め
に
現
担
当
課
か

ら
引
継
ぎ
が
出
来
て
い
な
い
と
連

絡
が
あ
り
、
す
ぐ
に
前
任
者
と
連

絡
を
取
り
、
書
類
や
数
字
の
整
理

を
指
示
し
た
。

　

前
任
者
の
時
は
、
在

庫
確
認
を
せ
ず
、
残
商

品
の
一
部
を
、
試
食
や
試
供
品
、

営
業
用
の
お
土
産
に
使
用
し
て
い

た
そ
う
だ
が
、
現
在
も
そ
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

現
在
も
試
供
品
等
に
使

用
し
て
い
る
が
、
証
ひ
ょ
う
に
記

入
し
て
、ち
ゃ
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
い
る
。　

昨
年
の
つ
り
銭
監
査

報
告
を
見
る
限
り
で
は
、

以
前
の
東
京
事
務
所
の
事
務
管
理

が
、
ず
さ
ん
で
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
れ
は
前
任
者
や
前
担
当
課
だ
け

の
責
任
で
は
な
く
、
そ
こ
に
気
づ

か
な
か
っ
た
と
い
う
町
全
体
の
問

題
で
も
あ
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な

事
態
に
な
っ
た
の
か
。

町
長　

今
回
の
件
は
、
東
京
事

務
所
に
限
っ
た
事
で
あ
る
が
、
全

体
の
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

原
因
と
し
て
は
、
離
れ
た
場
所

に
職
員
が
ひ
と
り
で
い
て
、
更
に

は
前
担
当
課
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が

で
き
て
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
不
正
が
あ
っ
た
訳
で

な
く
、
書
類
の
管
理
や
作
成
が
不

適
切
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
現
在

の
管
理
体
制
で
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

Ｑ 

東
京
事
務
所
の
事
務
管
理
は

Ａ 

管
理
体
制
を
強
化
し
て
運
営
し
て
い
る

町政を問う一 般 質 問

田中 海太郎 議員
た なか うみ た ろう
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Q 学校再編の基準の見直しを
　 
A 地域の実情と併せて検討
　

　

２４
（
令
和
６
）
年
度
に

お
け
る
津
和
野
町
人
口

の
自
然
増
減
及
び
社
会
増
減
は
。

町
長　

２５
（
令
和
７
）
年
２
月
末

現
在
、
自
然
増
減
が
マ
イ
ナ
ス
１

８
０
人
、
社
会
増
減
が
プ
ラ
ス
２

人
で
あ
る
。

問　

２５
（
令
和
７
）
度
の
各
町
立

学
校
の
入
学
者
数
と
今
後
の
入
学

者
予
定
者
の
推
移
は
。

町
長　

左
表
の
と
お
り
。

　

第
２
期
津
和
野
町
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
（
令
和
６
年

３
月
）
に
お
い
て
「
全
学
校
が
小

規
模
校
で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る

教
育
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

入
学
者
数
の
推
移
と
、
津
和
野

町
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を

鑑
み
た
学
校
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
所
見
を
求
め
る
。

町
長　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
の
ほ
と
ん
ど
が
緊

急
時
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
能
を
損
な

う
こ
と
が
な
い
よ
う
施
設
の
在
り

方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

１４
（
平
成
27
）
年
に
、

「
左
鐙
小
学
校
の
存
続
を

求
め
る
請
願
」
の
審
査
で
は
、「
全

校
生
徒
が
16
人
に
満
た
な
い
場

合
、
統
廃
合
」
と
す
る
津
和
野

町
学
校
再
編
基
本
計
画
の
基
準
に

つ
い
て
、
賛
成
す
る
議
員
、
反
対

す
る
議
員
双
方
か
ら
基
準
の
見
直

し
の
声
が
あ
っ
た
。

教
育
長　

そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
た

上
で
、
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
。

　

群
れ
で
行
動
す
る
サ

ル
に
つ
い
て
は
、
従
来
設

置
さ
れ
て
い
る
天
井
侵
入
式
の
檻

で
は
な
く
、
遠
隔
で
監
視
で
き
、

サ
ル
が
出
没
す
る
行
動
に
併
せ
て

檻
を
設
置
で
き
る
移
動
式
の
檻
が

効
果
的
で
あ
る
、
と
狩
猟
を
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
伺
っ
た
。

町
長　

移
動
式
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
農
林
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
き
、
伺
っ
た
上
で
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

空
き
家
の
売
買
で
、

住
宅
相
談
員
が
契
約
に

際
し
、
仲
介
手
数
料
等
費
用
を

求
め
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

町
長　

前
回
12
月
定
例
会
の
答
弁

で
は
「
な
い
」
と
答
え
た
が
、
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
住
宅
相
談
員
が

売
主
、
買
主
の
仲
介
業
を
行
っ
た

場
合
、
仲
介
手
数
料
が
「
発
生

す
る
」
と
の
こ
と
。

　

仲
介
手
数
料
が
発
生
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
周
知
し
た
い
。

　

町
か
ら
委
託
を
受
け

た
住
宅
相
談
員
１
人
が
、

３
２
５
件
あ
る
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家

（
令
和
６
年
１２
月
時
点
）
を
担
当

し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、「
体
制

を
拡
充
」
し
て
い
く
旨
、
そ
し
て
、

空
き
家
に
関
す
る
各
種
補
助
金
の

例
規
に
お
い
て
「
空
き
家
の
改
修

は
、
同
一
物
件
に
対
し
て
１
回
限

り
」
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
は
見

直
し
を
図
る
旨
の
答
弁
で
あ
っ

た
。

町
長　

ご
指
摘
の
見
直
し
を
含
め

て
、
総
合
的
に
検
討
を
進
め
て
い

く
。

　

空
き
店
舗
に
つ
い
て

は
、
住
居
と
一
体
と
な
っ

た
店
舗
が
多
く
、
活
用
す
る
際

の
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
と

聞
く
。
商
工
会
か
ら
空
き
店
舗

活
用
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
空
き

店
舗
の
活
用
に
つ
い
て
所
見
を
求

め
る
。

町
長　

商
工
会
と
共
に
行
政
、
観

光
協
会
や
金
融
機
関
、
専
門
機

関
か
ら
な
る
「
空
き
店
舗
・
空
き

家
対
策
協
議
会
」
を
中
心
に
空

き
店
舗
対
策
を
進
め
て
い
く
。

１２
年

１１
年

１０
年

９
年

８
年

令
和
７
年

小
学
校

17 28 27 28 38 23

中
学
校

26 39 39 39 38 49

Ｑ 

サ
ル
の
移
動
式
檻
の
設
置
を

Ａ 

農
林
課
に
お
問
い
合
わ
せ
を

Ｑ 

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
活
用
は

Ａ 

見
直
し
や
検
討
を
進
め
る

一 般 質 問町政を問う

川田 　剛 議員
かわ だ つよし

瀧元上自治会が設置したサル檻瀧元上自治会が設置したサル檻
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質　　　問 調　　　査　　　結　　　果

有害鳥獣対策
全町でイノシシ・サル・クマ
等の被害が拡大している、
行政の対応は？

広報等を通じて放任果樹の撤去や防護柵の設置を呼び掛けている。
里山周辺での捕獲に加え、防護柵等による防除の支援を強化している。

耕作放棄地の管理
荒れ放題の耕作放棄地の
管理や対応は？

町内全域で農地台帳に記載された農地の利用状況を調査している。遊休
農地に該当するとみなされる農地について、利用意向調査を実施している。
地目が農地のままで、現状が山林・原野等再利用が困難な農地は、農地台
帳から除外している。
また、「地域計画」を定め、今年度中に計画策定が完了するように進めて
いる。

食肉加工処理場
道の駅シルクウエイにちは
らの食肉加工処理場
今後の対応は？

利用者の申請受付を道の駅シルクウェイにちはらが担っている。
処理場の利用状況は高津川倶楽部やにちはら山菜加工場が中心で、CAS
冷凍を行うための前処理に利用している。

JR利用促進
跨線橋を渡ることが困難な
方のため、線路を渡る措置
対応はできないか？

安全確保がとれないためできない。
「おからだの不自由なお客様のサポートダイヤル」（0570-00-8989）へ
事前に連絡すれば係員が対応する。

津和野町東京事務所
東京事務所を設置している
目的が見えてこない、必要
性はあるのか？

文京区との交流や観光・文化芸能・産業振興・定住振興等に関し、首都圏
への情報発信や情報収集・交流の充実を図るため。
移住を希望する首都圏在住者にとって、首都圏でいつでも相談ができる場
所があるということはメリットである。
また、津和野高校入学希望者に対しての窓口対応を実施している。

分煙の取組み
町民センター喫煙所は見栄
えが悪い、観光客を含め対
応は？

改正健康増進法の観点でいえば、現在の位置に喫煙所を置いておくことは
望ましくない。
今後、計画している町民センターの耐震改修工事に合わせて、喫煙所の設
置を検討していきたい。

地域公共交通対策
免許証返納等により、通院
等に苦慮している。

令和５年度に新たな「津和野町地域公共交通計画」を策定した。
お昼前後の帰宅便を設定し、通院・買い物の利便性の向上を図っていきた
い。
具体的に、13：30～15：30頃にかけて運行している日原地域線の便
を11：30～13：30に繰り上げ、8：00～9：00にかけてバスで通院・
買い物に出られた住民が待ち時間なく帰宅できるダイヤに改善することを
想定している。

総務経済常任委員会

　令和６年10月８日から11月 14日までの期間で、町内全10会場にて津和野町議会と町民との
座談会を開催し、頂いたご意見・ご要望等を各委員会に振り分け、所管事務調査した結果をご報告
させていただきます。

議会座談会　質問事項　調査結果報告
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質　　　問 調　　　査　　　結　　　果

法定外公共物（里道等）の修
繕
里道等の修繕を住民が実施
する場合、材料代の支給をし
てほしい。

公共施設の維持に対し、自発的な取り組みを考えている自治体へ法定外公
共物（里道等）において、生活路・通学路として利用されるなど公益性の
観点から必要に応じて、材料費の支給について検討したい。

質　　　問 調　　　査　　　結　　　果

国民スポーツ大会とその後
のボルダリング
日原カントリーパークに建設
予定のボルダリング施設は
国民スポーツ大会後どうす
るのか？

教育委員会と建設課で検討を進める。
スポーツクライミング施設の整備を契機として、ゲートボールや様々な運
動ができる機能を持たせ、子育て世帯等利用がしやすい公園整備を進めた
い。

質　　　問 調　　　査　　　結　　　果

投票率向上のための対策
（移動手段・ポスター掲示・
立会人・投票所）
年々投票率が低下している
原因のひとつとして、投票
所まで行けない方が増えて
いる、また立会人のなり手
不足の話も。

移動期日前投票所、バスで地域を巡回しバスの中で投票するなどといった
取り組みをする自治体もあると聞く。
投票にかかるスタッフや投票管理者・投票立会人の確保が必要となり、課
題となっている。投票事務のミスなどにもつながる可能性もあり、慎重に
検討する必要がある。
オンライン立会人は投票所のネット環境の整備、機械トラブルへの対応、
実質的な時間的拘束に変化はないことなど課題が多い。実施については検
討している。

文教民生常任委員会

議員定数及び報酬等調査特別委員会

沖
田

　
守
議
員
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

　
在
り
し
日
の
、
沖
田
守
議
員
の
面
影
を
偲

ぶ
と
と
も
に
、
今
日
ま
で
の
ご
功
績
を
称
え
、

敬
意
と
感
謝
を
表
し
、
町
民
の
皆
様
に

ご
報
告
し
ま
す
。

沖
田
　
守
議
員
　
略
歴

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
４
月

　
旧
日
原
町
議
会
議
員
初
当
選

14
（
平
成
26
）
年
５
月

　
津
和
野
町
議
会
議
長

　
県
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長

22
（
令
和
４
）
年
４
月

　
鹿
足
郡
議
長
会
会
長
　
歴
任

25
（
令
和
７
）
年
２
月

　
正
六
位
旭
日
双
光
章
　
叙
勲
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き
に
渡
り
、
地
元
や
近
隣
県
か
ら
動

員
さ
れ
た
消
防
団
や
自
衛
隊
、
警
察

等
の
必
死
の
活
動
状
況
を
ニ
ュ
ー
ス

で
見
る
に
つ
け
、
消
防
団
を
は
じ
め
、

組
織
存
在
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
民
へ
の
周
知
事
項
と
し

て
、
各
家
庭
の
火
災
報
知
機
設
置
の

義
務
化
や
消
火
器
の
使
用
期
限
切
れ

へ
の
注
意
喚
起
や
更
新
に
あ
た
っ
て

は
、
強
化
液
消
火
器
の
利
用
拡
大
が

求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
消
防
団
員
の
定
数
３
５

０
人
に
対
し
、
２
７
２
人
の
実
績
で

あ
り
、
消
防
団
は
も
と
よ
り
、
住
民

組
織
連
携
に
よ
り
、
団
員
確
保
に
向

け
た
行
動
の
必
要
性
が
あ
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

調
査
内
容　

抜
粋

津
和
野
町
地
域
防
災
計
画
の
火
災

対
策消

防
力
等
の
概
況

１
．
消
防
組
織
の
現
状
（
令
和
６
年
４
月
）

●　

益
田
広
域
消
防
署

　

津
和
野
・
日
原
分
遣
所

各
職
員
１０
人

●　

津
和
野
町
消
防
団

充
足
率
７８
％

　

定
員
３
５
０
人

　

実
数
２
７
２
人　

欠
員
７８
人

２
．
消
防
車
等
の
保
有
状
況

充
足
率
１
０
０
％

●　

災
害
活
動
車 

１
台

●　

現
場
指
揮
車 

１
台

●　

水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車 

２
台

●　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

２
台

●　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

 

　

３０
台

●　

運
搬
車 

２
台

委
員
会
報
告

文
教
民
生
常
任
委
員
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

《
課
題
》

●
鍵
の
受
け
渡
し
の
簡
素
化

　

↓
検
討
を
進
め
て
い
る

●
空
調
施
設
と
ト
イ
レ
の
整
備

　

↓
早
め
に
整
備
検
討

●
選
手
や
競
技
役
員
の
育
成
な
ど

競
技
力
向
上
に
向
け
て

　

↓
な
る
べ
く
早
く
対
応

●
壁
の
常
設
・
仮
設

　

↓
常
設
が
望
ま
し
い

●
町
民
意
識
の
向
上

　

↓
活
動
の
様
子
を
周
知
、
体
験

会
や
大
会
の
機
会
を
増
や
す

●
大
会
後
の
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

 

の
利
用

　

↓
建
設
課
と
検
討
を
進
め
る

《
調
査
意
見
》

　

常
設
・
仮
設
を
含
め
、
早
急
に

結
論
を
出
す
べ
き
。
ま
た
、
大
会

後
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
繋

げ
て
い
く
べ
き
。
会
場
予
定
の
日

原
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
大
会
前

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
べ
き
。

議
員
定
数
及
び
報
酬
等
調
査
特
別

委
員
会
（
中
間
報
告
書
）

◎
い
わ
ゆ
る
原
価
方
式
（
議
員
の
活

◆
審
査
意
見

　

最
近
の
出
来
事
で
は
、
岩
手
県
大

船
渡
市
の
山
火
事
は
、
よ
う
や
く
鎮

火
宣
言
の
発
出
に
至
っ
た
が
、
１
週

間
以
上
延
焼
拡
大
し
、
山
林
や
人
命
、

建
物
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。

　

火
災
発
生
時
か
ら
鎮
火
ま
で
の
長

所
管
事
務
調
査
報
告

３．消防団の現状

防
火
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

令和６年４月１日現在

区　　分 定数 実数 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員
本　　　　部 ２３ ２７ １ ２ ２ ２２
第１分団　日原 ５２ ４２ １ １ ８ ８ ２８
第２分団　津和野 ４８ ３４ １ １ ４ ８ ２０
第３分団　木部 ４７ ２８ １ １ ４ ６ １４
第４分団　畑迫 ３０ ２２ １ １ ４ ８ １３
第５分団　小川 ３０ ２１ １ １ ３ ３ １４
第６分団　左鐙 ２４ ２４ １ １ ２ ３ １７
第７分団　須川 ２４ １６ １ １ ２ ３ ９
第８分団　池邑・河村 ２４ ２４ １ １ ２ ４ １６
第９分団　柳・溪村・青原 ４８ ３４ １ １ ２ ４ ２６

計 ３５０ ２７２ １ ２ ９ ９ ３２ ５８ １７９

 

利
点　

消
火
能
力
が
強
化
液
消
火
器
の
３
倍

 

　
　
　

屋
外
消
火
に
適
し
て
い
る

 

　
　
　

強
化
液
消
火
器
よ
り
値
段
が
安
い

 

欠
点　

室
内
で
噴
射
す
る
と
前
が
見
え
な
い

 
　
　
　

ボ
ヤ
で
も
室
内
が
粉
だ
ら
け
に
な
る

 

利
点　

消
火
能
力
が
強
化
液
消
火
器
の
３
倍

 

　
　
　

屋
外
消
火
に
適
し
て
い
る

 

　
　
　

強
化
液
消
火
器
よ
り
値
段
が
安
い

 

欠
点　

室
内
で
噴
射
す
る
と
前
が
見
え
な
い

 
　
　
　

ボ
ヤ
で
も
室
内
が
粉
だ
ら
け
に
な
る

強
化
液
消
火
器
２
㍑

 

利
点　

消
す
所
、
消
し
た
所
が
見
え
る

 

　
　
　

室
内
噴
射
時
、
汚
れ
が
少
な
い

 

欠
点　

消
火
能
力
が
粉
末
よ
り
劣
る

 

　
　
　

粉
末
消
火
器
よ
り
値
段
が
高
い

強
化
液
消
火
器
２
㍑

 

利
点　

消
す
所
、
消
し
た
所
が
見
え
る

 

　
　
　

室
内
噴
射
時
、
汚
れ
が
少
な
い

 

欠
点　

消
火
能
力
が
粉
末
よ
り
劣
る

 

　
　
　

粉
末
消
火
器
よ
り
値
段
が
高
い

粉
末
消
火
器
10
型

１.５トン消防ポンプ
自動車 (中型免許 )
１.５トン消防ポンプ
自動車 (中型免許 )
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動
日
数
を
首
長
の
職
務
遂
行
日
数

と
比
較
し
、
そ
の
割
合
を
首
長
の

給
料
に
乗
じ
て
議
員
報
酬
額
を
算

定
す
る
方
式
）
に
よ
り
算
出
し
た
。

　
　

津
和
野
町
議
会
議
員
の
報
酬
案

を
も
と
に
、
町
長
、
副
町
長
並
び

に
総
務
財
政
課
長
と
意
見
を
交
換

し
、
協
議
を
行
っ
た
。

◎
こ
の
協
議
を
受
け
、
報
酬
案
に
つ

い
て
委
員
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ

と
と
し
た
。

　

右
記
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
継

続
調
査
と
す
る
。

全
員
協
議
会

令
和
７
年
１
月
21
日

六
日
市
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
修

繕
計
画

　

西
い
わ
み
地
区
本
部
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
１
９
９
５（
平
成
７
）

年
度
に
設
置
し
た
地
域
連
携
型
大

規
模
乾
燥
調
製
施
設
。

　

こ
の
施
設
は
、
吉
賀
町
に
メ
イ
ン

施
設
と
津
和
野
町
に
サ
ブ
施
設
を

設
置
。

　

当
初
、
県
単
独
事
業
の
産
地
創

生
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
総
事
業

費
１
億
１
２
９
８
万
８
９
０
０
円
の

内
、
県
補
助
金
３
０
０
０
万
円
、

吉
賀
町
と
津
和
野
町
で
事
業
費
の

１
／
12
を
補
助
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
県
補
助
金
が
不
採
択
と
な
っ

た
た
め
、
両
町
で
１
／
６
を
補
助

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

　

吉
賀
町
と
津
和
野
町
の
利
用
率

が
３
対
２
で
あ
る
た
め
、
25
（
令
和

７
）
年
か
ら
28
（
令
和
10
）
年
ま
で

に
吉
賀
町
が
１
／
10
の
９
５
９
万

７
千
円
、
津
和
野
町
が
１
／
15
の

６
３
９
万
７
千
円
、
両
町
の
併
せ

て
１
５
９
９
万
４
千
円
の
補
助
を

行
う
と
の
こ
と
。

令
和
７
年
３
月
26
日

脱
炭
素
実
現
に
向
け
た
津
和
野
温
泉

な
ご
み
の
里
に
お
け
る
省
エ
ネ
化
改

修
及
び
再
エ
ネ
導
入
工
事

　

本
施
設
は
、
平
成
13
年
に
建
築

さ
れ
、
設
備
の
老
朽
化
な
ど
を
原

因
と
す
る
故
障
等
に
よ
り
修
繕
費

が
か
さ
ん
で
い
る
状
況
。

　

施
設
全
体
の
省
エ
ネ
改
修
と
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
バ
イ
オ
マ

ス
ガ
ス
化
発
電
等
）
導
入
を
前
提

と
し
、
環
境
省
の
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
事
業
（
１
０
０
０
万
円
、

１
／
２
国
費
）
を
活
用
し
、
改
修

に
向
け
た
調
査
・
基
本
設
計
を
行

い
、
工
事
費
の
概
算
を
算
出
。

　

概
算
は
表
の
と
お
り
で
、
改
修

に
つ
い
て
精
査
し
、
光
熱
費
の
既
存

比
、
実
質
負
担
額
を
考
慮
し
、
バ

イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
の
導
入
を
し

な
い
、
プ
ラ
ン
①
で
改
修
に
向
け

た
検
討
を
進
め
た
い
と
の
こ
と
。

　

町
長
は
、
６
月
定
例
会
に
お
い

て
関
連
議
案
を
提
出
す
る
予
定
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
議
会
は
議

長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る

「
な
ご
み
の
里
省
エ
ネ
及
び
再
エ
ネ

化
等
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長

川
田
剛
）
を
設
置
し
、
６
月
定
例

会
ま
で
に
結
論
を
出
す
た
め
、
調

査
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

調
査
の
期
間
は
、
調
査
が
終
了

す
る
ま
で
。

日原サブカントリー日原サブカントリー

　　　　　　　　　　　　　　　改修内容と費用の概算　　　　　　　　　　単位：千円

プラン① プラン② プラン③

工事内容　省エネ
　　　　　再エネ

施設全体
太陽光

施設のうち一部
木質バイオマスガス

施設全体
太陽光＋バイオ

概算事業費（税込） 467,326 483,076 781,396

補助額（2/3） 289,747 307,398 505,797

光熱費／年 32,536 33,958 32,587

光熱費の既存比／年 ▲5,887 ▲ 4,465 ▲ 5,837

実質負担額 53,280 52,758 82,680

実質投資回収年数 約8年 約13年 約 13年

チップボイラー 
６か月以上前から故障
チップボイラー 

６か月以上前から故障
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■
編
集
後
記

　

議
会
だ
よ
り
を
編
集
す
る
に
あ

た
り
、
い
か
に
読
み
や
す
く
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
出
来
て

い
る
か
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い

た
く
思
い
ま
す
の
で
、
街
で
私
を

含
め
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の
委

員
を
見
か
け
た
際
は
お
声
か
け
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

横
山　

元
志

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◎
横
山　

元
志　

○
田
中
海
太
郎

　

大
江　
　

梨　
　

米
澤　
　

文

　

三
浦　

英
治　
　

川
田　
　

剛

視
察
研
修
報
告

　

津
和
野
町
議
会
議
員
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
文
化
財
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
事
例
や
、
議

会
活
動
活
性
化
の
た
め
、
先
進
地
を

視
察
し
、
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
日　

　

令
和
７
年
２
月
５
・
６
・
７
日

研
修
地
・
内
容

１
、
彦
根
市
議
会

　

地
域
行
事
や
市
役
所
な
ど
で

行
っ
て
い
る
「
議
会
広
聴
の
日
」

な
ど
、
広
報
広
聴
の
取
り
組
み

や
彦
根
市
内
に
あ
る
大
学
と
の

連
携
な
ど
、
市
民
と
議
会
の
距

離
を
縮
め
る
取
り
組
み
を
伺
い

ま
し
た
。

２
、
東
近
江
市
五
箇
荘
金
堂
地
区

　

こ
の
地
区
は
、
近
江
商
人
の

町
家
が
多
数
現
存
し
て
お
り
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
保
存
と
活
用
に

関
し
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行

わ
れ
て
き
た
か
な
ど
、
地
域
の

生
の
声
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

建
造
物
の
維
持
・
修
繕
の
難

し
さ
や
、
観
光
誘
客
数
の
少
な

さ
な
ど
、
保
存
活
用
が
難
し
い

と
い
う
実
情
や
、
今
後
の
課
題

が
多
々
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

３
、
精
華
町
議
会

　

精
華
町
議
会
は
、
全
国
有
数

の
議
会
活
性
化
の
先
進
地
で
す
。

　

精
華
町
で
は
、
地
方
自
治
法

が
規
定
す
る
本
来
あ
る
べ
き
議

会
の
姿
に
近
づ
け
よ
う
と
、
学

ぶ
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

津
和
野
町
議
会
関
連
の
例
規

と
精
華
町
の
例
規
の
違
い
な
ど

を
例
に
、
議
会
運
営
の
実
務
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

４
、（
公
財
）
京
都
市
景
観
・
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー

　

京
都
の
地
理
・
歴
史
・
風
土

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
実
際

に
当
該
団
体
が
実
施
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
京
都
に
お
い
て
も
空
き
家

が
増
加
し
て
お
り
、
町
家
の
保

存
活
用
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

当
団
体
で
は
住
民
か
ら
の
相

談
を
受
け
、
取
り
組
め
る
事
業

を
実
施
し
、
町
家
の
保
存
活
用

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

津
和
野
町
に
お
い
て
も
空
き

家
が
課
題
で
、
京
都
市
で
の
事

例
を
今
後
の
議
会
活
動
に
資
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

米
澤　

文
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た

　

令
和
７
年
２
月
５
日
、
米
澤　

文
議
員
が
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
在
職
15
年
以
上
の
功
績
に

よ
り
、
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。れ 

い

彦根市議会にて彦根市議会にて 東近江地区の伝建地区にて東近江地区の伝建地区にて


